
 

「
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
＋
」
で
二
学
期
を
振
り
返
る 

令
和
六
年
度
の
二
学

期
も
本
日
終
業
式
を
迎

え
ま
し
た
。
保
護
者
の

皆
様
、
地
域
の
皆
様
に

は
日
ご
ろ
か
ら
本
校
の

教
育
活
動
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

二
学
期
は
、
日
々
の

学
習
に
加
え
、、
宿
泊
学
習
、
修
学
旅
行
、
は
こ

べ
ら
祭
り
等
、
様
々
な
行
事
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
を
通
し
て
、
子
供
た
ち
一
人
一
人
、
学
級
、

学
年
、
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
大
き
く
成
長
で
き
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
活
気
が
あ
り
、
優
し
く
、
た

く
ま
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

二
学
期
の
終
業
式
で
は
、
恒
例
の
校
長
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
東
小
は
左
に
あ

る
「
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
＋
」
で
学
習
の
振
り
返
り
を
し
て

い
る
の
で
、
二
学
期
の
振
り
返
り
も
「
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ

＋
」
に
合
わ
せ
て
子
供
た
ち
の
振
り
返
り
の
声

を
聞
き
ま
し
た
。
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

 
  

 
 い

い
と
こ
ろ
（
学
級
・
友
達
） 

 

・
私
の
学
級
は
、
問
題
が
わ
か
ら
な
い
と
き
に

友
達
が
教
え
て
く
れ
る
。 

 

・
私
の
学
級
は
、
あ
い
さ
つ
や
返
事
が
よ
く
で

き
る
。 

 

す
す
ん
で
が
ん
ば
っ
た
こ
と 

 

・
漢
字
を
覚
え
た
。 

・
学
習
の
振
り
返
り
を
頑
張
っ
た
。 

 

・
関
係
図
と
式
を
結
び
付
け
て
わ
か
り
や
す 

く
発
表
で
き
た
。 

 

・
平
和
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き

た
。 

 

・
算
数
の
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
自
学
で
ま
と

め
て
わ
か
り
や
す
く
し
た
。 

 

・
算
数
で
、
前
に
勉
強
し
た
こ
と
を
生
か
し
て

考
え
た
。 

・
総
合
で
取
り
組
ん
で
い
る
花
の
お
世
話
で
、

水
や
り
を
続
け
る
な
ど
頑
張
っ
た
。 

 と
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と 

  

・
計
算
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

・
九
九
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

・
漢
字
の
画
数
を
た
く
さ
ん
覚
え
た
。 

 

・
友
達
の
発
表
に
付
け
加
え
て
発
表
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 
 ＋

自
分
で
決
め
た
こ
と
・
取
り
組
ん
だ
こ
と 

 

・
朝
活
で
、
他
の
人
が
し
な
い
所
を
自
分
で
考

え
て
掃
除
を
し
た
。 

 

・
社
会
の
自
学
で
、
範
囲
を
自
分
で
決
め
て
取

り
組
ん
だ
。 

  

 

こ
の
よ
う
な
全
校
の
場
で
も
、
進
ん
で
手
を

あ
げ
自
分
の
考
え
や
思
い
を
発
表
で
き
る
子
供

が
増
え
て
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
時
津
東
小
が
目

指
し
て
い
る
子
ど
も
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
当

然
、
全
員
の
手
が
挙
が
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
こ
の
風
土
が
少
し
ず
つ
広
が
っ
て

い
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

子
供
た
ち
に
は
、
課
題
を
振
り
返
る
こ
と
も

大
切
で
す
が
、
自
分
の
頑
張
り
や
よ
さ
を
振
り

返
り
、
自
信
を
付
け
次
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
し

て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。 

最
後
は
い
つ
も
の
よ
う
に
、「
絶
対
に
事
件
・

事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
、
そ
し
て
、
怪
我
や
病

気
に
気
を
付
け
て
、
始
業
式
の
日
に
み
ん
な
が
元

気
に
東
小
学
校
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
。」
を
約
束

し
て
終
わ
り
ま
し
た
。 

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
よ
い
お
年
を
お
迎

え
く
だ
さ
い
。 

あ
り
が
と
う
！
用
務
員
さ
ん 東

小
の
野
添
用
務

員
さ
ん
は
、
木
工
が
得

意
で
す
。
九
月
に
は
子

供
た
ち
が
木
陰
で
涼

め
る
よ
う
に
と
ベ
ン

チ
を
、
最
近
は
低
学
年

の
子
供
た
ち
が
黒
板

に
書
く
時
の
助
け
に

な
れ
ば
と
、
一
・
二
年

生
の
各
教
室
に
ベ
ン

チ
型
の
丈
継
ぎ
を
作

っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
お
か
げ
で
、
子
供
た
ち
の
活
動
の
幅
が
広
が

り
ま
し
た
。
東
っ
子
は
た
く
さ
ん
の
人
に
愛
さ

れ
、
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
感
謝
で
す
。 
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EAST＋ 

いいとおもった考え 

すすんでがんばったこと 

とっておきたい技 

＋今日の学び方 

2学期のEAST＋ 

いいところ（学級・友達） 

すすんでがんばったこと 

とできるようになったこと 

＋自分で決めたこと・取り組んだこと 

 



 

自己肯定感と自己有能感 

 先月のめばえで「自尊感情」とは、「自分は価値ある存在だと思う」ことで、子ど

も達が社会に順応する上で、欠かせないものと言われていること、そして自尊感情

は、「自己肯定感」と「自己有能感」によって育てられると言われている（「発達障

害とその周辺の子ども達」尾崎洋一郎著より）と記しました。今回は「自己肯定感」

「自己有能感」を育てるために、具体的にはどのようなアプローチが求められるの

か考えたいと思います。 

 まず「自己肯定感」ですが、前述の著書の中では「できてもできなくてもあなたの全てが好き

だよ。」と伝えること、「その子の長所を伸ばすこと」と書かれています。私見としては、プラス

「学習に取り組ませること」も必要と考えます。小中学校で身に付けてほしい力を文科省が示し、

これを受けた教科書会社が、学年ごとに、単元ごとに、各時間ごとに「何

を」「どう」学ぶとよいか示しています。それが教科書です。各時間の取

り組みは「既習の学習を生かしながら少しがんばればできる」内容とな

っています。この「少しがんばったらできた！」を繰り返すことも「自

己肯定感」につながると考えます。さらに学習を重ねていくことは子ど

もの将来の進路を明るくすることにもなります。学習に関しては学校がリードしていきますが、

家庭の方でも理解や意欲について声掛け、励ましが必要と考えます。 

 次に「自己有能感」についてですが、こちらは「周りに認められている。役に立っている。」

と思うことですので、そういった経験を多く積ませ、「よくできたね。」ではなく「ありがとう。」

との感謝の気持ちを伝え続けることだと考えます。学校では、全てのクラスでそうじ当番や給食

当番、係活動があり、高学年となると委員会活動があり、「周りのため

にがんばる場面」が多くあります。家庭においては、すでに取り組ま

れている家庭が多いと思われる「お手伝い」がこれにあたると思いま

す。ただ「お手伝い」だとかける言葉は「よくできたね。」になりがち

ですので、「お手伝い」を「役割分担」に格上げし、「ありがとう。助

かった。」との言葉かけをしていってはどうでしょうか。 

 「順番通りにいけば、私たち大人が先に弱っていく。その前に子ども

達が自立していくことを考えていくことが大切。」と保護者の方との面

談の中でよく話しています。前号の繰り返しになりますが、「どのよう

な場面でも」「どのような課題でも」「自分なりに取り組んでいく（≠良い結果を出す）」子ども

達であってほしいと願っています。 

 

 

 

 

 

～特別支援教育が特別ではなくなる日を目指して～ 

 
令和６年 12月 24日 

時津町立時津東小学校 

特別支援教育コーディネーター 

文責 若杉 聡 

第７号 

ありがとう！ 


